
                              

葉山町議会第 1 回定例会が開催されました。期日平成 1９年 2 月 2０日～3 月 16 日 

○平成 19 年度予算特別委員会が設置され、かなざきひさが委員長に任命されました。慎重審査の結果、平成 19 年度予

算が成立いたしました。  

会 計 名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 

一 般 会 計 ９０億１１００万円  9４億２３００万円 △４億１20０万円 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 約３１億８７４３万円 約 2８億３８４８万円 約３億４８９５万円 

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 約２５億５６４４万円 約 2５億５３３９万円 約３０５万円 

介 護 保 険 特 別 会 計 約１９億８０６４万円 約 1９億１３７４万円 約６６９０万円 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 約１４億８４２３万円 約１７億４１５２万円 △約２億５７２９万円 

合  計 約１８２億１９７４万円 18４億７０１３万円 △約２億５０３９万円   

○主な事業 

・ 私立幼稚園児の保護者に対する助成金（町単独分）が 8,000 円から 9,000 円になりました。 

                        （580 万 5,000 円） 

・ 副読本等発刊事業                                      （63 万円） 

18 年度皆様から寄せられた戦争体験がいよいよ小学校副読本となり役に立ちます。 

・ 地域の方々の待望であった向原バス停に日除けが設置されます。                 （30 万円） 

・ 葉山小学校体育館の補強工事とともにトイレの改修も行われます。           （9,507 万 5,000 円） 

・ 津波ハザードマップを作成し、全戸配布します。                    （404 万 7,000 円） 

○ かなざきひさの一般質問 

 議員 2 期目の 4 年間に開催されました 16 回の定例会の全てにおいて一般質問をいたしましたが、｢検討する｣という

答弁をいただいた事項について、4 年間のけじめとして検討結果をお聞きする必要があり、今回の質問に取り上げました。 

   質問と提案 理事者側の答弁 

排出者責任として、各スーパーマーケットへトレーのみな

らずペットボトルの回収を依頼して欲しい。 

自主的に現在 2 店舗に回収箱が設置されている。今後は資

源化・減量化の協力のため、ペットボトルとレジ袋も含め

てお願いをしていく。             （町長） 

し尿収集手数料と業者委託料との差額が 589 万 9,000 円

である。受益者負担の考えから、手数料の値上げの検討結

果は。 

近隣地域の状況を調査したが、手数料は平均値であり、適

正な料金と考える。               町長） 

し尿の焼却処理を含めた重油代は 1 億 6,312 万円である。

地球温暖化の観点からも大至急変更が必要である。今後の

予定は。 

その認識は持っている。庁内で緊急課題として検討してい

る。                     （町長） 

町収集の廃油についても給食廃油と同様、リサイクル業者

への無料引き取りを検討すべきだ。 

3 月より業者に無料で引き取っていただいている。（町長） 

桜の天狗巣病対策について、予算化するとの約束だが。 調査の結果 400 本の桜に天狗巣病のあることが判明、2 月

に町職員により、花の木公園と葉山小前の手入れをした。

危険箇所については今後検討する。       （町長） 

一泊二日の非難訓練について。 19 年度実施の予定。             （町長） 

災害時の弱者対策について、関係機関との締結は。 締結はしなくても、日頃の人間関係の構築でいざという時

には対応していただけると思う。        （町長） 

軽度発達障害の理解のための研修を全教職員に。 18 年度は 80 人の参加があった。19 年度は 12 回開催し、

全教職員に呼びかける。           （教育長） 

学校におけるごみ分別指導は 取り組んでおる。              （教育長） 

学校のトイレ清掃を教職員・児童・生徒の手で。 教育的観点から必要のことと思う。23 年度までに全ての

トイレを改修するのでそれに合わせて考えたい。（教育長） 
かなざきひさの考え 心身障害者手当支給事業などが今年度大幅カットされ、福祉の切捨てと議論がなされました。精神障害をも含めた

新たな施策への転換期として、産み の苦しみとなるよう強く要望いたしました。 
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（２）（仮称）保育園・教育総合センター複合施設について 

  1０月の開所に向け、消防庁舎裏に着々と建設が進んでおります。町長は発達につまづきのある未就学及び就学後の

児童に対し、福祉と教育が連携して、一貫した療育を目指すという東日本で最も先進的な取り組みを行うと施政方針で

述べておられます。この取り組みについて質問しました。 

質問と提案 理事者側の答弁 

現在の準備状況は。 一貫した療育に実効性を持たせるため、たんぽぽ教室に

おいて個別支援計画を作成し、保健・医療等を含めた協

力体制の整備を行う。            （町長） 

福祉と教育の連携のためのコーディネーターの人件費 

１５０万円が計上されているが。 

スタツフとしての人材を確保する。  （福祉環境部長） 

軽度発達障害を教育現場で見極めるためには、現場の教

職員に対する研修も重要と思うが。 

機会を捉えて、場所も確保できるので十分に対応して参

りたい。                 （教育長） 

国において幼稚園と保育園の一元化が検討されており、

「認定こども園」として１０月からの実施を目指してい

るがご存知か。 

調査した経緯はない。        （福祉環境部長）           

「認定こども園」は親が働いていなくても利用できるこ

とと、経常費及び施設整備費などの助成がある。是非調

査して欲しい。 

新たな国の対応なので早急に調査をし、葉山に可能がど

うかを調べる必要がある。          （町長） 

かなざきひさの考え 教育委員会と福祉課との壁を取り払うことにより、障害を持つ人々の一生をスムーズに見守ることができま

す。そして必要に応じ手助けをすることが真の福祉行政と思います。この複合施設の建設が理事者側の福祉に関する考え方の変化を

引き起こすきっかけになったように思われました。 

（３）歳入を増す方策について 

  １８年度予算を検証し、歳出削減の努力は随所に見られますが、歳入を増すアイディアがほとんど見受けられませ

んでした。今後の町財政にとって必要なことと考え質問しました。 

質問と提案 理事者側の答弁 

歳入を増す方策について。 今回は汚水処理施使用料を改定させて頂いた。 （町長） 

今後の予定は。 公平性を考慮し、適宜検討する必要がある。  （町長）        

町民農園は休耕地の活性化にもつながるので有料にし、

区画を拡大してはいかがか。 

同感てあるので考えてみる。         （町長） 

葉山港において有料でも良いからバーベキュースペース

が必要という要望が多いが検討してはいかがか。 

許可権は県にあるので、今後協議していく。 

（都市経済部長） 

10 月から有料事業所へのごみ戸別収集を廃止するが、

その後のごみ処理の指導は。 

クリーンセンターへの排出をお願いしていく。     

（福祉環境部長） 

１８年度は有料事業所への収集手数料は３０４万円減と

なり、その分の直接搬入の処理費用を５４０万９千円見

込んでいるが、近くのごみステーションに出されるとい

う懸念は 

可能性はあるが、持込の徹底をお願いしていく。 

                  （福祉環境部長） 

持込ができない状況の事業所もあると思うので、受益者

負担のためにもごみ袋の有料化が必要ではないか。 

他市もその方向に進んでいるが、新たな負担は慎重にし

つつ、２市１町による広域対応も見据え必要性も含め方

向性を研究する。              （町長） 

アルミ缶と牛乳パックは資源として１９３万４千円の売

り上げを見込んでいるが、分別して出した町民の前で燃

えるごみとして巻き込んでしまった事例がある。職員に

対して１円でも無駄にしないという徹底した意識の指導

を。 

大変遺憾である。クリーンセンター長を通して徹底させ

る。                （福祉環境部長） 

かなざきひさの考え 何もかも税でまかなえるのが理想ですが、国の方針などのあおりを受け合併をしていない葉山町にとって大変

厳しい財政です。今後は有料で良いから町民が楽しめることを企画するなどの考えも取り入れる必要があると思います。また、ごみ

の有料化は努力している人が報われるような施策に是非して頂きたいと思っております。 

お知らせ 
 長年課題にしておりました放置ボート対策について、会派の協力を得て平成１６年１２月１日に県へ新葉クラブ４人の

連名で陳情を出しておりましたが、平成１８年３月２４日県の建設常任委員会で了承され、今年中に完全撤去へ向け動い

ていただくこととなりました。このように結果を出せることに議員としての喜びを感じております。 

 今後とも、皆様方の身の回りで何かお気づきのことがございましたら、何なりとお申し付け下さい。取り組んで参りた

いと思います。 


